
vEdge 100ルータ

vEdge 100ルータは、スモールビジネスとホームオフィス（SOHO）に対して高度にセキュア
なサイト間データ接続を提供します。vEdge 100ルータは、次の機能を備えた固定ポート構成
のルータです。

•内蔵 10/100/1000 Mbpsイーサネットポート（5個）

• 1つのイーサネットポートで Power over Ethernet（PoE）ソースに対応

•暗号化と QoSのサポート

• 100 Mbpsの総帯域幅（IPSEC IMIX）

•偽造防止およびセキュア認証のための安全な識別チップ

•統合型電源

•ルータを物理的にロックダウンするためのケンジントンセキュリティロックスロット

•デスクトップマウント、壁面マウント、または 19インチラックにラックマウント可能

シャーシの外観

次の図は、vEdge100ルータの前面パネルと背面パネルを表すもので、電源インターフェイス、
ステータスインジケータ、およびシャーシ識別ラベルの位置を示しています。

図 1 : vEdge 100ルータの前面パネル
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図 2 : vEdge 100ルータの背面パネル

•適合宣言（2ページ）
•コンポーネントと仕様（3ページ）
•一般安全規格（8ページ）
•メンテナンスとトラブルシューティング（18ページ）

適合宣言
Viptela製品は、米国輸出管理規制（EAR）の輸出規制品目リスト（CCL）に基づいて、米国輸
出規制分類番号（ECCN）5A002、5D002、および5E002のネットワーク機器として管理されま
す。

vEdgeハードウェアおよびソフトウェア製品およびViptela暗号化テクノロジーは、ライセンス
要件なしで、ほとんどのエンドユーザおよび送り先に提供できます。Viptelaのソリューション
および製品は、米国政府によるレビューを 1回実施し、許可例外 ENCの認定を得ています。
そのため、Viptelaのソリューションおよび製品は、EARのセクション 740.17に従って輸出資
格を有します。

Viptelaのソリューションおよび製品は、キューバ、イラン、北朝鮮、スーダン、およびシリア
のエンティティまたはエンドユーザを除き、世界中のほとんどのエンドユーザに提供できま

す。

制御対象テクノロジー

Viptelaは、米国輸出管理規制（EAR）の対象となるテクノロジーを管理します。これらの管理
対象テクノロジーには、米国ECCN 5E002暗号化テクノロジーが含まれる場合があります。
Viptela暗号化テクノロジーは、暗号化を実装または使用する Viptela製品の開発、実稼働、お
よび使用を対象としています。

Viptelaソフトウェア配布ポリシーでは、認証されたユーザのみが Viptela暗号化ソフトウェア
をダウンロードできます。管理対象テクノロジーの受取人は、ECCN5E002に従い、最初に米
国政府から認可を取得することなしに、米国およびカナダ以外の国民が Viptela情報にアクセ
スするのを防ぐために、適切な管理を維持することが義務付けられます。

管理対象テクノロジーの詳細については、Viptelaのサポートまでお問い合わせください
（support@viptela.com）。
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コンポーネントと仕様
この記事では、vEdge 100ルータのシャーシ仕様について説明し、その他のルータコンポーネ
ントを示します。

シャーシ仕様

次の表に、vEdge 100ルータのシャーシの仕様を示します。

表 1 :

仕様項目

サービスおよびスロット密度

5ポート、そのうちの 1つは 802.3af PoEソー
ス機能を搭載

RJ45ポート 10/100/1000 Mbps

対応組み込みハードウェアベースの暗号アクセラ

レーション（IPSec）

2 GBメモリ DDR3 ECC DRAM

4 GBNANDストレージ（内部）

1USBホストポート（タイプA USB 3.0）

1ミニ USBコネクタのコンソールポート（デ
フォルトのボーレート 115.2 Kbps）

AC入力（C6入り口コネクタ）電源モジュール

電力仕様

90～ 264 VrmsAC入力電圧

47～ 63 HzAC入力ライン周波数

15 Wge0/0でPoEを無効にした状態での平均消費電
力

32ワット（最大）ge0/0でPoEを有効にした状態での平均消費電
力

物理仕様

3.8 cm（1.5インチ）シャーシの高さ

22.9 cm（9インチ）シャーシの幅
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仕様項目

14 cm（5.5インチ）シャーシの奥行

1 RUに収容可能ラックの高さ

3.1ポンド（1.4 kg）シャーシの重量

ユニット付属ラックマウントアクセサリキット：48.3 cm
（19インチ）EIA

パッケージの仕様

6.4 cm（2.5インチ）パッケージの高さ

31.6 cm（12.4インチ）パッケージの幅

24.4 cm（9.6インチ）パッケージの奥行

稼働条件

海面で 0～ 40 °C（約300メートル（1,000
フィート）あたり 1.5 °Cの温度定格低減を最
大約 3,000 m（1万フィート）まで適用）

温度

最大 3,000 m（10,000フィート）高度

10～ 85% RH湿度

輸送および保管条件

-40～ 70 °C（40～ 158 °F）温度

5～ 95% RH湿度

4,570 m（15,000フィート）高度

信頼性

10万 4,000時間MTBF

適合規格

AS/NZS 60950-1、CAN/CSA 60950-1、
CB-IEC60950-1、CEマーク EN 60950-1、
UL60950-1

安全性

AS/NZS CISPR22クラス A、EN 300 386 EN
55022クラス A、FCCクラス A、ICESクラス
A、VCCIクラス A

EMC

ROHS 6/6環境
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前面パネルと背面パネルのコンポーネント

本項目では、vEdge 100ルータの前面パネルと背面パネルのコンポーネントについて説明しま
す。ルータのコンポーネントの正確な位置については、「概要」を参照してください。

前面パネル LED

vEdge 100ルータには、前面に 5つのシャーシステータス LEDがあります。次の図を参照して
ください。

図 3 : vEdge 100ルータのシャーシステータス LED

次の表は、LED、その色と状態、およびそれらが示すステータスについて説明します。

表 2 :

ステータス色LED

•消灯：システムがオンになっていません

•緑：システムが正常であり、正常に動作しています

•赤：電源装置の障害

緑/赤電源

•消灯：システムがオンになっていません

•緑色に点灯：システムは完全に機能しています

•緑色に点滅：システムが起動しています

•黄色に点灯：インターネットに接続していないか、システム
がマイナーアラームを検出しました

•赤色：システムがメジャーシステムレベルの障害またはアラー
ムを検出しました。

緑/黄/
赤

ステータス

•消灯：リンクなし

•緑色に点灯：1000 Mbpsリンクが検出されました

•緑色に点滅：1000 Mbpsリンクが検出され、リンクアクティ
ビティがあります

•黄色に点灯：10/1000 Mbpsリンクが検出されました

•黄色に点滅：10/100Mbpsリンクが検出され、リンクアクティ
ビティがあります

緑/黄イーサネット

ポート（LED0～
4）
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背面パネル

vEdge 100ルータの背面パネルには、リセットボタン、Kensingtonセキュリティロックスロッ
ト、およびGPSアンテナ入力があります。これらのコンポーネントの位置については、「シャー
シの外観」を参照してください。

リセットボタン

背面パネルのリセットボタンは、ルータが動作している間に誤って押されないようにするため

に埋め込まれています。リセットボタンを押すには、細く鋭い工具を使用します。次の表は、

リセットボタンを押した場合の影響について説明しています。

表 3 :

動作押す時

間

2秒間押すと、ルータがリセットされ、再起動されます。短押し

10秒間押すと、ルータがリセットされ、工場出荷時のデフォルト設定で再起動され
ます。

長押し

Kensingtonセキュリティロックスロット

vEdge 100ルータの背面パネルには、Kensingtonロックを取り付けてルータを固定するための
小型の金属製の穴があります。

ポートおよびコネクタ

vEdge 100ルータは、RJ-45イーサネットポート、USBポート、USBシリアルコンソールポー
トの 3つのタイプのポートをサポートしています。

RJ-45イーサネットポート

vEdge 100ルータには、5つの内蔵 RJ-45イーサネットポートがあります。これらのポートは
10/100/1000 Mbpsをサポートしており、0～ 4の番号が付けられています。ポート 0は PoE機
能をサポートします。

次の図に、RJ-45ポートのピン割り当てに関する情報を示します。RJ-45ポートは 801規格に
準拠しています。

図 4 : RJ-45ポートのピン割り当て情報
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USBポート

タイプAコネクタを搭載した vEdge 100ルータには 1つのUSBポートがあります。USBポート
は USB 3.0仕様に準拠しています。

コンソールポート

vEdge 100ルータのコンソールポートはシリアルポートであり、USBミニ Bコネクタを介して
アクセスできます。次の図を参照してください。

図 5 : FUSBミニ Bコネクタ

USBタイプ Aからミニ Bへの変換ケーブルは、コンソールポート接続用の標準アクセサリと
して vEdge 100ルータに付属しています。

PCまたはターミナルサーバなどのデバイスを vEdgeルータのコンソールシリアルポート
に接続する場合は、PCまたはターミナルシリアルポートがフロー制御を無効にするよう
に設定されていることを確認してください。

（注）

電源装置と冷却システム

vEdge 100ルータには、AC～ DC電源ユニットが内蔵されています。ルータの AC電源の詳
細、および冷却システムとルータシャーシを通るエアーフローについては、この記事を参照し

てください。

vEdge 100ルータの AC電源

vEdge 100ルータは、C6オス AC入口コネクタを外部に露出させた統合型 AC電源を内蔵して
います。電源コードの C5メスコネクタ側をユニットに差し込んだ状態で、付属の電源コード
を AC主電源に接続することで、ユニットに電力を供給できます。

次の表は、vEdge 100ルータの AC電源装置の仕様を示しています。

表 4 :

仕様項目

90～ 264 VrmsAC入力電圧

47～ 63 HzAC入力ライン周波数

15 W転送インターフェイスで PoEを無効にした状態での平均的な消費電
力
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仕様項目

32ワット（最
大）

転送インターフェイスで PoEを有効にした場合の一般的な消費電力

AC電源コードの仕様

vEdge 100ルータには、着脱可能な AC電源コードが付属しています。電源コードの一方の端
は C5メスコネクタで、もう一方の端は製品の出荷先の国/地域によって異なります。

vEdge 100ルータの冷却システム

vEdge 100ルータの冷却システムは、内部ヒートシンクと速度調整可能な内部ファンで構成さ
れています。ファンの回転数は、内部の温度センサーから得られた値に基づいてアルゴリズム

で制御され、外部環境やトラフィックの負荷などの要因によって決定されます。

シャーシ内の周囲温度が許容範囲を超えた場合、ルータはアラームを発生させます。シャーシ

内の温度が最大しきい値温度を上回ると、ルータは自動的にシャットダウンします。

一般安全規格

ルータモジュールとコンポーネントを取り外すか取り付ける前に、ルータのシャーシが

アースに電気的に接続されていることを確認します。静電気防止用ストラップを静電放

電ポイントに接続し、ストラップのもう一方の端を露出した手首の周りにつけ、肌に密

着させて着用してください。静電気防止用ストラップを使用しないと、ルータに損傷が

発生する可能性があります。

注意

一部のルータコンポーネントは、ホットスワップ可能でホット挿入可能です。ルータの

電源をオフにしたり、電源を切ったりすることなく、取り外して交換できます。ただし、

ルータまたはそのコンポーネントが破損しているように見える場合は、設置しないでく

ださい。

注意

•次の地域、国内および国際電気規格に従って vEdgeルータを設置します。

•米国：全米防火協会（NFPA 70）、米国電気工事規程。

•その他の国：国際電気標準会議（IEC）60364、パート 1～ 7。

• TN電源システムに対して評価されます。

•カナダ：カナダ電気規則、パート1、CSA C22.1。

•スイッチコンポーネントの取り付けまたは交換は、訓練を受けた相応の資格のある人が
行ってください。
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•作業する室内の緊急電源遮断スイッチの場所を確認してください。電気事故が発生した場
合、迅速に電源をオフにしてください。

•ルータの取り付け/取り外しを行う前に、電源を切断してください。

•電気事故が発生した場合は、注意して直ちにルータの電源を切ってください。

•アース接続を確立する前に、アース面がしっかりと清掃されていることを確認してくださ
い。

•危険を伴う作業は、一人では行わないでください。

•回路の電源が切断されているかを必ず確認してください。確認せずに切断されていると判
断しないでください。

•床が濡れていないか、電源コードが劣化していないか、アースされていない電源延長コー
ドや保護アースの不備がないかどうかなど、作業場所の安全を十分に確認してください。

•デバイスを操作する場合は、指定された電力定格内で使用し、製品の使用説明書に従って
ください。

•ルータと FRUが安全かつ正常に機能するようにするには、指定したケーブルとコネクタ
を使用し、良好な状態であることを確認します。

取り付け場所の準備に関する注意事項

ルータを効率的に操作するには、適切なサイト計画と機器ラックまたはワイヤリングクロー

ゼットの適切なレイアウトが必要となります。

•ルータの周囲の領域にほこりや導電性材料がないようにします。

•冷却システムが正常に機能できるように、適切な気流ガイドラインに従ってください。

•静電気防止手順に従い、ルータが損傷しないようにしてください。

•許可された担当者だけがデバイスにアクセスできるように、囲いのある保護された場所に
ルータを設置します。

エアーフロー要件

vEdgeルータを取り付けるサイトを計画する場合は、取り付けたルータの周囲に十分なスペー
スを確保します。ルータは前面から背面へのエアーフローで動作するため、側面には隙間に関

する条件はありませんが、背面に少なくとも9センチの隙間を確保することをお勧めします。

vEdge 100ルータの設置
ルータを設置するための設置場所を準備したら、vEdge 100ルータを開梱し、壁または 19イン
チラックのいずれかに取り付けます。
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vEdge 100ルータの開梱

vEdge 100ルータは、段ボール箱に入れられて、発泡梱包材でしっかりと固定されています。
段ボール箱には、パッキングリストとクイックスタートガイドが含まれています。ルータを設

置する準備が整うまでは、ルータを開梱しないことを推奨します。

ルータを開梱するには、以下を実行します。

1. 箱の上部フラップを開きます。

2. ルータとアクセサリを所定の位置に固定している梱包材を順番に取り外します。次の図を
参照してください。

3. ルータと各アクセサリを取り出します。

4. 段ボール箱に入っているパッキングリストと照合してルータのコンポーネントを確認しま
す（下記のパッキングリストを参照）。

図 6 : vEdge 100ルータの開梱

注：ルータを開梱するときは、輸送用段ボール箱や梱包材を廃棄しないことを推奨します。後

でルータを移動または返却する必要がある場合に備えて、段ボール箱を畳んで保管します。

「ハードウェアの返却」を参照してください。

vEdge 100ルータのパッキングリスト

ルータが梱包されている段ボール箱には、パッキングリストが含まれています。ルータに同梱

されている部品を、パッキングリストの品目と照合して確認します。パッキングリストには、

段ボール箱内の各品目の部品番号、名前、および数量が記載されています。

パッキングリストに記載されているいずれかの部品が不足している場合は、カスタマーサービ

ス担当者にお問い合わせください。米国またはカナダからは、カスタマーサポート（電話

800-525-5033または電子メールアドレス support@viptela.com）までお問い合わせください。

次の表は、vEdge 100ルータに同梱される部品とその数量を示しています。
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表 5 :

数

量

コンポーネント

1ルータのシャーシ

1地理的な場所に適したAC電源コード（フェライトビーズ付属）

1USBコンソールケーブル

1 +
1

フェライトビーズおよびキー（USBケーブルへの接続用）

2固定金具（左右）

1壁面取り付けブラケット

4固定用 L字金具ネジ（パケット A）

4ラックマウントネジ（パケット B）

1ロックプレートおよびネジ（パケット C）

4壁面取り付けネジ（パケット D）

1クイックスタートガイド

vEdge 100ルータの取り付け

vEdge 100ルータは次の方法で設置できます。

• 19インチラックへのルータの取り付け

•壁面へのルータの取り付け

vEdge 100ルータを取り付けるには、アクセサリボックスに加えて、次の工具を使用する必要
があります。

• No.2のプラスドライバ

•巻き尺または水平器

ラックへの vEdge 100ルータの取り付け

シンプルなラックマウント金具アクセサリを使用して、19インチラックの 2つの前面支柱に
vEdge 100ルータを取り付けることができます。次の手順を実行します。

1. ルータのシャーシを床に置くか、またはラックの近くにある丈夫なテーブルの上に置きま
す。

vEdge 100ルータ
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2. 巻き尺を使用して、ラックの内部寸法を確認します。ラックマウントトレイは 440 mm幅
であり、取り付け支柱の内側に収まる必要があります。

3. Aと書かれたパケットの 4つのネジ（両側に 2つずつ）を使用して、ルータシャーシの両
側に左右の固定金具を固定します。

図 7 : vEdge 100ルータシャーシへの固定用 L字金具の取り付け

4. ルータの両側をつかみ、ラック内で持ち上げて位置を合わせ、固定用 L字型金具の穴が
ラックレールのネジ穴と揃うようにします。

図 8 :ラックへの vEdge 100ルータの配置

5. Bと書かれたパケットの 4つのラックマウントネジ（両側に 2つずつ）を使用して、ラッ
クの 2つの前面支柱に固定金具を固定します。ネジを締めます。

図 9 :ラックへの固定用 L字型金具の取り付け

vEdge 100ルータ
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6. 巻き尺または水平器を使用して、トレイがまっすぐ取り付けられていること、ラックの両
端の穴が適切に揃っていることを確認します。

7. Kensingtonロックでルータを固定します。これを行うには、まずパケット Cのロックプ
レートをシャーシの背面に取り付け、次にロックをスロットに挿入します。

図 10 : Kensingtonロックを使用したルータの固定

ヒント：未使用ポートにはダストカバーを装着することをお勧めします。

壁面への vEdge 100bルータの取り付け

vEdge 100ルータを壁面に取り付けるには、次の手順を行います。

1. 図 6に示すように、Dのマークが付いたパケットの 4本の肩付きネジを、ルータシャーシ
の下側の前もって開けられた穴に締めます。ネジをしっかり締めます。ネジの頭がシャー

シの底面と同じ高さにならないように注意してください。

図 11 : vEdge 100ルータシャーシの底面へのネジの取り付け

2. 壁の種類に適した 4本のネジ（ネジは付属しません）を使用して、取り付けプレートを壁
に固定します。取り付けプレートの L字型ブラケットが左上にあることを確認します。

図 12 :取り付けプレートの壁面への固定

3. ルータシャーシの底面にある 4本のネジを取り付けプレートの穴に合わせて、取り付けプ
レートにルータを取り付けます。次に、ルータシャーシをスロットにゆっくりと差し込み

ます。
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図 13 :取り付けプレートへの vEdge 100ルータの取り付け

4. 取り付けプレートのL字型ブラケットの丸穴をルータシャーシ背面のネジ穴に合わせて、
ルータを固定します。次に、パケットAの固定用 L字型ネジを使用して、L字型ブラケッ
トをルータに取り付けます。

図 14 :取り付けプレートへの vEdge 100ルータの固定

5. シャーシ背面のスロットを使用して、Kensingtonセキュリティロックでルータを固定しま
す。

図 15 : Kensingtonセキュリティロックを使用したルータの固定

vEdge 100ルータの接続
本項目では、vEdge 100ルータを AC電源と管理コンソールに接続する方法について説明しま
す。

ルータへの AC電源の接続

vEdge 100ルータをAC電源に接続するには、次の図に示すように、AC電源アダプタの一端を
ルータの背面に差し込み、もう一方の端を AC電源コンセントに差し込みます。
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図 16 : vEdge 100ルータへの AC電源の接続

ルータに付属の電源コードを使用することを強くお勧めします。（注）

ルータにAC電源を接続している場合は、建物に外部サージ保護デバイスを取り付けるこ
とを推奨します。

注意

ルータの LANおよびWANインターフェイスへの接続

vEdge 100ルータを LANに接続するには、ルータ前面のポート 4以外の任意のポートに適切な
ケーブルを差し込みます。

vEdge 100ルータをWANに接続するには、ルータの前面にあるポート 4に適切なケーブルを
差し込みます。

vEdge 100ルータ
15

vEdge 100ルータ

vEdge 100ルータの接続



図 17 : LANおよびWANインターフェイスへの vEdge 100ルータの接続

ルータの管理コンソールへの接続

vEdge 100ルータを管理コンソールに接続するには、以下を実行します。

1. USB Type-A～Mini-B変換コネクタケーブルの一端を、vEdgeルータ上の CONSOLEラベ
ルが貼付されたコンソールポートに接続します。

2. コンソールケーブルのもう一方の端を管理コンソールに接続します。

図 18 : vEdge 100ルータの管理コンソールへの接続

Windowsデバイスから USBコンソールを使用するには、以下を実行します。

1. デバイスマネージャで、USBシリアルポートに使用されている COMポートを確認しま
す。

2. PuTTY SSH/Telnetクライアントで、[Connection Type]で [Serial]を選択します。COMポー
トを指定し、速度を 115200とします。

vEdge 100ルータ
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図 19 : PuTTY設定

Macintoshデバイスから USBコンソールを使用するには、次のようにします。

1. 必要なUSBシリアルドライバをインストールして、ルータのコンソールポートにMacintosh
を接続できるようにします。

2. ターミナルユーティリティを起動します。

3. 端末シェルから、次のコマンドを使用してコンソールポートにアクセスします。

$ screen /dev/tty.usbserial* 115200,cs8

vEdge 100ルータのデフォルト設定
デフォルトのコンフィギュレーションファイルはこのように表示されます。

vEdge100# show running-config
system
vbond ztp.viptela.com
aaa
auth-order local radius tacacs
usergroup basic
task system read write
task interface read write
!
usergroup netadmin
!
usergroup operator
task system read
task interface read
task policy read
task routing read
task security read
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!
user admin
password

$6$qtmMiZWj6W6Kh3nr$<wbr/>MAyIfWUVDPDP2q04LqhdIi6kSXySX7<wbr/>fudpwNOg1.<wbr/>6e4XgpKwwNMkV7gx69O4WWtnvLnUg8<wbr/>aoUGw972PHMNati1

!
!
logging
disk
enable
!
!
!
omp
no shutdown
graceful-restart
advertise connected
advertise static
!
security
ipsec
authentication-type ah-sha1-hmac sha1-hmac
!
!
vpn 0
interface ge0/4
ip dhcp-client
tunnel-interface
encapsulation ipsec
allow-service dhcp
allow-service dns
allow-service icmp
no allow-service sshd
no allow-service ntp
no allow-service stun
!
no shutdown
!
!
vpn 512
!

メンテナンスとトラブルシューティング
vEdge 100ルータの取り付けと接続が完了したので、ルータのさまざまな LEDおよびシステム
アラームをモニタしてトラブルシューティングを行うことができます。

アラームの重大度

vEdge 100ルータのシステムアラームには、次の 2種類の重大度レベルがあります。

•メジャー（赤色）：2つの条件のいずれかによってルータ上で重大な状況が発生している
ことを示します。

•ルータ上の 1つ以上のハードウェアコンポーネントに障害が発生している。

•ルータ上の 1つ以上のハードウェアコンポーネントが温度しきい値を超過した。

vEdge 100ルータ
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メジャーアラーム条件には、すぐに対処する必要があります。温度に関連するメジャーアラー

ムが 5分以上続くと、ルータがシャットダウンします。

•マイナー（黄色）：無視した場合、ルータの動作が中断されたり、ルータのパフォーマン
スが低下したりする可能性がある警告を示します。黄色のアラーム状態では、さらなるモ

ニタリングやメンテナンスが必要です。

ハードウェアアラーム

vEdge100ルータのハードウェアアラームは事前に定義されており、電源装置の障害、コンポー
ネントの過剰な温度、ファン障害などのルータの物理的な状態によってトリガーされます。

vEdge 100ルータは、次のタイプのハードウェアアラームをトリガーします。

•メインボードの温度アラーム：ルータのメインボードには、温度感知ポイントが1つあり
ます（ボードセンサー 0）。センサー位置の温度が事前定義されたしきい値レベルを超え
ると、システムはアラームをトリガーします。

• CPU温度アラーム：システムCPUの温度が事前定義されたしきい値レベルを超えた場合、
システムはアラームをトリガーします。

•ファンアラーム：ルータには、一定速度で動作するシステム冷却用の組み込みファンが取
り付けられています。ファンが動作を停止すると、システムはアラームをトリガーしま

す。また、ファンが事前定義された RPMしきい値を下回ると、システムはアラームをト
リガーします。

次の表は、システム内の温度感知ポイント（ボード上の 1つのボードセンサーと 1つの CPU
ジャンクション温度センサー）の黄色と赤のアラームしきい値を示します。ファン障害状態も

検出された場合は、下限しきい値（不良ファン）が適用されます。それ以外の場合は、高い方

のしきい値が適用されます（標準）。

表 6 :

赤色のアラーム

（°C）
黄色のアラーム

（°C）
項目

不良ファン標

準

不良ファン標準

75806065ボードセンサー 0

90957580CPUジャンクション温
度

アラームと通知の確認

現在のシャーシ環境条件を確認するには、システムプロンプトで show hardware environment
コマンドを入力します。システムには、電源のステータス、温度センサーの測定値、ファンの

速度、および関連するアラームステータス（あれば）が表示されます。
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アクティブなアラームの重大度を確認するには、システムプロンプトで show hardware alarm
コマンドを入力します。アラームの重大度と、各アクティブアラームの原因の簡単な説明が表

示されます。

緑色、黄色、赤色のアラームが生成される温度しきい値を確認するには、システムプロンプト

で show hardware temperature-thresholdsコマンドを入力します。ルータおよびルータの CPU
の特定のボードまたはすべてのボードのアラーム温度しきい値情報が表示されます。

Viptelaデバイス上の他のすべてのイベントを表示するには、show notification streamコマンド
を入力します。Viptelaデバイスで発生したイベントに関する通知が表示されます。

LED

vEdge 100ルータの前面パネルにあるシャーシ LEDは、ルータのステータスを示します。

ルータで 1つ以上のメジャーアラームがアクティブになっている場合は、ステータス LEDが
赤色に点灯します。ルータで1つ以上のマイナーアラームがアクティブになっている場合は、
ステータスLEDが黄色に点灯します。LEDの詳細とそれらが示すステータスについては、「前
面パネルと背面パネルのコンポーネント」を参照してください。

その他の情報

show hardware alarm、show hardware environment、show notification stream、show hardware
temperature-thresholds、前面および背面パネルコンポーネントアラームとイベントの確認

vEdgeルータの復元
この記事では、vEdgeルータの設定を工場出荷時のデフォルト値に戻す方法について説明しま
す。また、ルータのソフトおよびハードリセットを実行する方法についても説明します。

vEdgeルータの工場出荷時のデフォルト設定への復元

vEdgeクラウドルータの仮想マシン（VM）を設定して起動し、オーバーレイネットワークで
ハードウェアvEdgeルータをセットアップして起動すると、工場出荷時のデフォルト設定で起
動します。デフォルト設定に変更を加えて確定すると、新しいコンフィギュレーションファイ

ルが作成されます。この新しいコンフィギュレーションファイルがアクティブな設定になりま

す。

必要に応じて、工場出荷時のデフォルト設定に戻すことができます。

vEdge# request software reset

ルータのリセット

ハードプレスまたはソフトプレスのいずれかを実行して、vEdgeルータをリセットできます。
いずれかのタイプのプレスを実行するには、ルータの前面パネルにあるリセットボタンを探し

ます。リセットボタンは、ルータが動作している間に誤って押されないようにするために埋め

込まれています。リセットボタンを押すには、細く鋭い工具を使用します。
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長押しリセットの実行

vEdgeルータを長押しでリセットすると、パスワード、キー、およびその他ほとんどの設定パ
ラメータが消去され、ルータが工場出荷時のデフォルト設定に復元されます。

長押しリセットを実行するには、リセットボタンを 10秒以上押します。リセットボタンをは
なすと、ルータが再起動し、通常の動作が再開します。

短押しリセットの実行

vEdgeルータの短押しリセットは、ソフトウェアのグレースフル再起動と同等であり、CLIプ
ロンプトで rebootコマンドを入力するのと同じです。

短押しリセットを実行するには、リセットボタンを2秒間押します。短押しリセットはほぼ瞬
時に有効になり、ルータを再起動します。

ハードウェアの返却

この記事では、修理または交換のために、vEdgeルータまたはハードウェアコンポーネントを
Viptelaに返却する方法について説明します。

シリアル番号とモデル番号の確認

vEdgeルータまたはハードウェアコンポーネントをViptelaに返却するには、返却するルータま
たはコンポーネントのシリアル番号とモデル番号が必要です。

vEdgeルータのシリアルおよびモデル番号は、次のいずれかの方法で探すことができます。

• VManage NMSで、[Configuration] ► [Devices]画面を選択します。デバイステーブルに、
ネットワーク内のルータのシリアル番号とモデル番号が表示されます。

• CLIプロンプトで show hardware inventoryコマンドを入力します。

•シリアル番号は、ルータの右側のラベルに印字されています。モデル番号は、ルータの背
面にあるラベルに印字されています。

図 20 : vEdgeルータのシリアル番号ラベルの例

RMA番号の取得

修理または交換のために vEdgeルータまたはハードウェアコンポーネントを Viptelaに返却す
る場合は、Viptelaカスタマーサポートチームに連絡してサポートケースをオープンし、返品許
可（RMA）番号を取得してください。

ケースをオープンして RMA番号を要求する前に、次の情報を用意しておいてください。

•既存のサービス契約番号（あれば）
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•ルータまたはコンポーネントのシリアル番号

•ルータまたはコンポーネントのモデル番号

•ルータの物理的な場所

•お客様の名前、組織名、電話番号、ファクス番号、送付先住所

•障害または問題の詳細な説明

•問題が発生したときにルータで実行されていた操作のタイプ

• 1つ以上の showコマンドによって表示される設定データ

RMA番号を取得するには、次のようにします。

1. 次のいずれかの方法で、Viptelaにサポートケースをオープンします。

• www.viptela.com/supportにログインする

• support@viptela.comに電子メールを送信する

•フリーダイヤル 800-525-5033に電話する

1. Viptelaカスタマーサポート担当者がご依頼内容を検証し、ルータまたはハードウェアコン
ポーネントを返却するための RMA番号を発行します。

注：最初にRMA番号を取得せずにルータまたはコンポーネントをViptelaに返却することはし
ないでください。Viptelaは、RMA番号のない製品の受け取りを拒否する権利を留保します。

ルータの再梱包

vEdgeルータを移動させる、または返却する必要がある場合は、元の梱包材でルータを再梱包
します。ルータを再梱包する前に、次の手順を実行します。

1. CLIプロンプトで poweroffコマンドを発行して、vEdgeルータをシャットダウンします。

2. ルータの電源を切ります。

3. ケーブルとトランシーバを取り外します。

ルータを再梱包するには、次のツールが必要です。

• No.2のプラスドライバ

•ルータを受け取ったときの段ボール箱と元の梱包材

ルータを元の梱包材に再梱包するには、次のようにします。

1. vEdge 1000ルータがない場合は、この手順をスキップします。その他の場合：

1. ルータがViptelaのラックマウントキットを使用してラックに設置されている場合は、
ラックマウントトレイの前面に沿ってネジ留めされている前面ストッパーを取り外し

ます。
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2. 次に、1人がラックマウントトレイの重さを支え、2人目の人がラックマウントネジを
外して、ラックマウントトレイをラックから取り外します。

3. ラックマウントトレイをしっかりとした平らな面に置きます。

4. vEdge 1000ルータをラックマウントトレイからスライドさせて引き出します。

2. ルータのシャーシをプラスチック製の梱包袋に入れます。

3. ルータシャーシの両側に側面梱包材を置きます。

4. 段ボール箱の中にシャーシを固定します。

5. シャーシの上に上部梱包材を置き、シャーシの上部を固定します。

6. 段ボールの輸送箱を閉じ、梱包テープで封止します。

7. 追跡のため、箱の上部に RMA番号を記入します。

現場交換可能なユニットをルータと一緒に返却する場合は、次の「ルータコンポーネントの再

梱包」の説明に従って再梱包してください。

ルータコンポーネントの再梱包

ルータのコンポーネントを返却する必要がある場合は、次の手順を実行します。

1. 各コンポーネントの静電気防止袋と ESDアースストラップがあることを確認します。

2. 各コンポーネントを静電気防止袋に入れます。

3. 各コンポーネントを元の梱包材に梱包します。元の梱包材をがない場合は、他の梱包材を
使用してコンポーネントが適切に梱包されていることを確認し、輸送中の損傷を防ぐよう

にしてください。

4. 元の段ボール箱、または元の段ボール箱が使用できない場合は別の段ボール箱の中にコン
ポーネントを置きます。

5. テープで段ボール箱に封をします。

6. 追跡のため、箱の上部に RMA番号を記入します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


